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1920年代日本の｢新自由主義｣(1926年～1929年) に関連する主要文献を採録した。編者未見のものについては、＊を付した。

『石橋湛山全集』、『上田貞次郎全集』、『河合栄治郎全集』、『武藤山治全集』は『全集』と略記、『南原繁著作集』は『著作集』と略記、『吉野作造選集』は『選集』と略記した。

1926(大正15・昭和元)年

上田貞次郎｢新自由主義の必要｣『企業と社会』1、4月1日(『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

上田貞次郎｢社会主義と自由主義｣『企業と社会』2、5月1日(同上) 

上田貞次郎｢新自由主義と農村問題｣『企業と社会』3、6月1日(同上) 

吉野作造｢新自由主義の提唱｣『中央公論』[巻頭言]41-6、6月1日(『選集』第4巻) 

上田貞次郎｢新自由主義と協同組合｣『企業と社会』4､7月1日(『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

吉野作造｢自由主義提唱の弁｣『中央公論』41-8、8月1日(『選集』第4巻) 

大泉行雄｢ミルの自由放任主義｣『企業と社会』5、8月1日 日

上田貞次郎｢新自由主義と金の輸出解禁｣『企業と社会』 (『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

永井亨「上田博士の新自由主義を評す－新民主主義の提唱－」『国家学会雑誌』40-8、8月1日 

上田貞次郎｢新自由主義と我国の労働組合｣『企業と社会』6、9月1(『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

金子鷹之助｢コールの自由主義｣『企業と社会』6､7､8､11、9月1日､10月1日､11月1日､1927年2月1日 

上田貞次郎｢新自由主義に対する永井博士の批評に答ふ｣『企業と社会』6、9月1日 

鶴見祐輔｢新自由主義への途｣『雄弁』17-10、10月1日(『中道を歩む心』収録) 

長谷川如是閑｢自由主義と暴力主義｣『改造』8-11、10月1日 

特集｢『新自由主義』批判｣『改造』8-11、10月1日[大森義太郎｢たちの悪いカリカチュアだ｣、高畠素之｢新自由主義の必要｣、新明正道｢自由主義の終期｣、上田貞次郎｢新自由主義と私｣、堀江帰一｢新経済政策の基調如何｣] 

上田貞次郎｢新自由主義と我国の関税政策｣『企業と社会』7、10月1日(『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

猪谷善一｢自由貿易と平和の史的考察｣『企業と社会』7、10月1日 

上田貞次郎｢新自由主義と官業｣『企業と社会』8、11月1日(『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

上田貞次郎｢新自由主義と租税制度｣『企業と社会』9、12月1日[同上] 

河合栄治郎｢自由主義｣『東京朝日新聞』12月11日[『全集』第15巻] 

1927(昭和2)年

｢新自由主義文献特輯号｣『新政』4-1、1月1日[田沢義鋪｢新自由主義文献の特輯号に就て｣、上田貞次郎｢新自由主義を唱ふる理由｣、高田保馬｢新自由主義の意味｣、川原次吉郎｢新自由主義と政治｣、鶴見祐輔｢新自由主義と政党｣(『中道を歩む心(新自由主義論)』収録)、塩沢昌貞｢新自由主義と社会政策｣、那須皓｢自由と統制｣、綿貫哲雄｢自由と新政｣、沢柳政太郎｢新自由主義と教育｣、高橋亀吉｢新経済政策の二大基調｣、平林初之輔｢日本自由主義史序論｣] 

猪谷善一｢何故明治に自由主義行はれざりしか｣『企業と社会』10、1月1日 

*鶴見祐輔｢新自由主義の確立｣『金がかたき』2月 

特集｢新自由主義批判｣『新政』4-3、3月1日[山中篤太郎｢新自由主義の意味｣、猪谷善一｢日本的新自由主義の確立｣、北崎進｢新自由主義の批判｣、徳増庸治朗｢新自由経済の社会｣、太田利一｢新自由主義のだんびら｣] 

上田貞次郎｢新自由主義と教育｣『企業と社会』12、3月1日(『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

木村正義｢新自由主義と教育革新｣『企業と社会』12～14､16、3月1日､4月1日､5月1日､7月1日 

特集｢新自由主義の第一声｣『現代』8-4附録、1927年4月1日[鶴見祐輔｢現代日本に於ける新自由主義の地位｣(『中道を歩む心』収録)、前田多門｢新自由主義と社会統制｣、清沢洌｢新自由主義者の一群と其の使命｣(｢新自由主義といふ事｣と改題、『黒潮に聴く』収録)、石井満｢婦人運動と新自由主義｣、豊田豊吉｢選挙の革新と新自由主義｣、長尾半平｢新自由主義者の自由観｣、市河彦太郎｢自由主義者の随想｣、沢田謙｢新自由党の政治史的必要｣、上田貞次郎｢経済上の新自由主義｣] 

特集｢新自由主義批判｣『新政』4-4、4月1日[赤松克麿｢新自由主義を評す｣、永井亨｢新自由主義の存在理由｣、池田直孝｢新自由主義に就て｣] 

上田貞次郎｢新自由主義の理論｣『企業と社会』13、4月1日(『新自由主義』収録､『全集』第7巻) 

沢田謙｢新自由主義のために｣『太陽』第33巻4号、4月1日 

松田雪堂「古い型の新自由主義」『我観』44、6月1日 

上田貞次郎『新自由主義』同文館、7月3日(『全集』第7巻) 

深沢甲子男｢上田博士の「新自由主義」」『東京朝日新聞』7月22日 

永井亨｢上田博士著『新自由主義』を論評す｣『企業と社会』17、8月1日 

北岡寿一｢新自由主義と社会主義の共通点｣『新政』4-8、8月1日 

武藤山治｢自由主義か社会主義か｣『太陽』33-11、9月1日[『全集』第？巻収録] 

上田貞次郎｢自由貿易と国際経済会議｣『貿易』27-11、11月15日 

鶴見祐輔『中道を歩む心(新自由主義論)』大日本雄弁会講談社、11月25日[前掲｢新自由主義への途｣、｢新自由主義と政党｣｢現代日本に於ける新自由主義の地位｣などを収録] 

*『新自由主義雑考』新政社刊 

1928(昭和3)年

上田貞次郎｢新自由主義と自由通商｣『東京朝日新聞』1月10、11日 

石橋湛山｢如何にして自主独立の精神を作興するか 自由通商協会の設立に就て｣『東洋経済新報』1月28日(『全集』第6巻) 

蝋山政道｢『中道を歩む心』を読む－鶴見祐輔氏の新自由主義論－｣[｢ブック・レヴユー｣]『経済往来』3-2、2月1日 

前田卯之助｢新自由主義の前路と新中産階級｣『企業と社会』24、3月1日 

鶴見祐輔｢新自由主義運動と婦人｣『女性』13-4、4月1日 

鶴見祐輔｢新自由主義の政治的現実性｣『文芸春秋』4月1日
上田貞次郎｢新自由主義論｣『立憲青年』8-4、4月10日
鶴見祐輔｢新自由主義の立場より｣『改造』10-5、5月1日 

津久井龍雄｢急進主義・自由主義・伝統主義｣『春秋』2-5、5月1日
河合栄治郎｢大学々園に於る自由主義の使命を思ふ｣『改造』10-6、6月1日(『全集』第15巻) 

新渡戸稲造｢鶴見君と新自由主義｣『新自由主義』1-1、7月1日 

鶴見祐輔｢自由主義の立場より｣『実業』12-7、7月1日 

津久井龍雄｢自由主義に就いて｣『春秋』2-8、8月1日
上田貞次郎『新自由主義と自由通商』同文館、9月10日(『全集』第7巻) 

河合栄治郎｢自由主義｣(『社会経済体系』第20巻、日本評論社)10月15日 

南原繁｢政治原理としての自由主義の考察｣『国家学会雑誌』42-10、10月1日(『著作集』第3巻) 

河合栄治郎｢大学に於ける自由｣『帝国大学新聞』12月3、10日(『全集』第15巻) 

1929(昭和4)年

石橋湛山｢自由主義発生の原理｣『サラリーマン』2-1、1月1日 

新渡戸稲造｢新自由主義｣1月16日、2月8日早稲田大学科外講義[『内観外望』(実業之日本社、1933年)、『新渡戸稲造全集 第6巻』(教文館、1984年)収録] 

黒田礼二｢リベラリズムの考察｣[｢現代思想は何処にゆくや｣]『読売新聞』2月6～8日 
自由主義者と国家[社説]『やまと新聞』5月18日
矢内原忠雄｢自由と自由主義｣『思想』85、6月1日(『全集』第16巻) 

鶴見祐輔『太平洋時代と新自由主義外交の基調』新自由主義協会、6月5日 

清沢洌「社会主義と新自由主義の接触点－英国労働党内閣と自由党－」『法律春秋』4-7、7月1日(｢社会主義と新自由主義｣と改題､『転換期の日本』収録) 

大宅壮一｢自由主義と其人々｣[｢衆団とイズムの相互解剖｣]『読売新聞』10月19日
1

